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はじめに 

 メタマテリアルは電磁波の波長よりも小

さいスプリットリング共振器(Split Ring 

Resonator:SRR)等の人工構造を集積させ

てできた特異な電磁波応答を示す媒質であ

る。マイクロ波、テラヘルツ波に比べ、光

波長領域で動作するメタマテリアルは、単

位構造のサイズが数 100nmと小さく、また

厚みのある 3次元メタマテリアルの作製は

困難で研究報告例は少ない。 

 これまで我々は微小球リソグラフィー

(Nano Sphere Lithography:NSL)法で

SRRを作製することに成功[1]し、単一の

SRRで磁気応答を示すことを明らかにして

きた。[2] 本研究では、3次元メタマテリア

ル実現のために、剥離可能な薄膜の上に

SRR を高密度配置したフィルムを作製し、

それの積層を試みたので報告する。 

実験方法 

SRR含有フィルム積層構造の作製手順を

以下に示す 

① 犠牲層(PSSNa)とフィルム(PMMA-シ

リカハイブリッド樹脂)をスピンコート

で成膜する。(Fig.1(a)) 

② NSL法を用いてフィルム上に SRRを

作製する。(Fig.1(b)) 

③ 犠牲層を溶解し、SRR 含有フィルムを

水面上に剥離する。(Fig.1(c)) 

④ 剥離されたフィルムを別の基板上に積

層する。(Fig.1(d)) 

実験結果 

 フィルム(膜厚 280nm)上に SRR(外径

120nm)を作製し、剥離-移送前後で単一

SRR の散乱光スペクトル測定をした結果、

剥離-移送後も SRRの LC共振特性を維持

していることが確認された。また、このよ

うな膜を 2層積層することに成功した。そ

の暗視野光学像を Fig.2に示す。Fig.1の工

程を繰り返せば 3次元メタマテリアル実現

が期待される。 
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